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加美町教育委員会では、「幼児教育の充実」と「保幼小のなめ

らかな接続」を目指し、令和元年度より保幼小接続期カリキュラ

ムの活用に取り組んでいます。 

 

保幼小接続期カリキュラムの活用にいつから取り組んでいますか？ 

宮城県版「保幼小接続期カリキュラムの実践に向けて」を担当者で読み合うことから始

めました。さらに、先進地である塩竈市教育委員会に講師を依頼し、加美町の保幼小の先

生方で勉強会を実施しました。 

 

参考とした取組はあったのですか？ 

加美町の全ての保幼小の代表職員が参加する「加美町保幼小連絡協議会」を組織し、

地区ごとにアプローチ・スタートカリキュラムを作成しています。また、幼小への勤務

経験がある職員に「町アドバイザー」をお願いし、アドバイスをいただいています。 

なお、加美町には、１つの私立こども園、８つの小学校があります。 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

○ カリキュラムを保護者に配布し、取組を説明しながら、保幼小のなめらかな接続に

協力していただいています。 

○ カリキュラムを活用しながら改善点を検討し、年度末までに次年度用改訂版を作成

します。 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

○ アプローチ・スタートカリキュラムに基づいた保育・指導により保幼小のなめらか

な接続が実現されています。 

○ 保幼小の職員や子どもの交流を多く設定したことで、互いの理解が深まり、送り出

す側と受け入れる側の信頼感が一層増しています。 

 

取組の成果はいかがですか？ 

アプローチ・スタートカリキュラム P３４～ 
アプローチカリキュラム      P３６～ 
スタートカリキュラム          P３９～ 
 

８ 県内の取組紹介③ 
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加美町教育委員会アプローチ・スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムの重点的な取組の指導例を同一ページに掲

載することにより、幼児期の教育から小学校教育への学びの連続性を意識することができま

す。 
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 アプローチカリキュラムとスタートカリキュラム、保幼小の交流活動等が一覧表にまとめてあ

り、幼児教育から小学校教育への接続がイメージしやすくなっています。また、「就学に向けての

重点的な取組」「重点的に指導する生活習慣・学習習慣」等の時期や取組内容が明記されており、

見通しを持って保育・指導することができるようになっています。 
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加美町教育委員会アプローチカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「就学に向けての重点的取組」の保育例は、「育ってほしい１０の姿」を意識しており、園

児が小学校生活に期待感や安心感を持つことができるような活動になっています。 
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「就学に向けての重点的取組」の保育例は、「育ってほしい１０の姿」を意識しており、園

児が小学校生活に期待感や安心感を持つことができるような活動になっています。 
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加美町教育委員会スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 

 
 

 ４月の第１週目は、幼児期からの学びと育ちを生かす活動を取り入れるなど、児童が安心し

て小学校生活をスタートできるような工夫をしています。児童の集中できる時間や意欲の高ま

りを大切にして、１０～１５分程度の短い活動を位置づけています。 
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 小学校の環境（人・もの・こと）に慣れるための学習は、具体的な活動や体験を通して身に

付けることができるようにしています。 
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備考欄に「提言１」「提言２」が記載されており、教師が積極的に児童に声を掛けたり、ほ

めたり、児童の声に耳を傾けたりすることで、児童が安心感や自信をもって取り組めるように

しています。 

 

 

 

 

 

 

 


